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ディスカッション①
ホルモン受容体陽性早期乳癌 化学療法は必要？

Aさん 47歳 女性 163㎝ 62キロ
【既往歴】特記なし
【家族歴】祖父 前立腺癌
【内服歴】高血圧、高脂血症の薬
【アレルギー】なし
【家族構成】夫、子供2人（社会人、大学生）
【仕事】教師
【趣味】読書
【現病歴】検診MGで要精検。近医受診し、左乳癌の診断にて精査加療目的に紹介受診。
【現症】cT1cN0M0, cStageI, IDC, ER/PgR/HER2/Ki = +/ +/ 1+/ 17%
【手術】左Bp+SN（0/2）
【病理】IDC （sci）, 22×18 mm, HGII, f, Ly-, V-, LN (-) 0/2

ER/PgR/HER2/Ki = TS8/ TS4/ 1+/ 23%
→pT2N0M0, pStageIIA



Q1. 治療法選択のためにどのようなことを考慮しますか？

Q2.術後薬物治療をどうしますか？

※それぞれの思考過程も示すこと

① TAM
② TAM+LH-RHa
③ 標準化学療法+TAM
④ 標準化学療法+TAM+LH-RHa
⑤ その他



ディスカッション②
術後治療としての内分泌治療+α？

Bさん 43歳 女性 163㎝ 50キロ
【既往】虫垂炎手術
【家族歴】父 胃癌
【内服歴】ロキソプロフェン（頭痛に対して）
【アレルギー】なし
【家族構成】夫、子供2人（小学生、小学生）
【仕事】会社員（受付）
【趣味】ランニング、犬の散歩
【現病歴】1年以上前から右乳房腫瘤を自覚。近医受診し,乳癌が強く疑われ精査加療目的に当科紹介受診。
【現症】cT2N0M0, cStageIIA , CNB:IDC, ER/PgR/HER2/Ki = TS8/ TS5/ 1+/ 23%
※手術までの待機時間が短く、術前BRCA検査は希望なし。
【手術】右Bt+SN（2/2）→Ax
【病理】IDC（sci）, 25×18 mm, HGII, f, Ly+, v-, LN (+) 4/19

ER/PgR/HER2/Ki = TS8/ TS4/ 1+/ 14.1%
→pT2N2M0, pStageIIIA



Q3. 治療法選択のためにどのようなことを考慮しますか？

Q4.術後薬物治療をどうしますか？

※それぞれの思考過程も示すこと


